























― 学生支援における問題を踏まえた授業構築 ― 
On Some Issues Relating to the Introduction of Active Learning Model Classes 
― Exploring the Construction of College Seminars Based on Problems  
Concerning the Support System for Junior College Students ― 
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4 中央教育審議会（2017）『今後の各高等教育機関の役割・機能の強化に関する論点整理』，
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/houkoku/__icsFiles/afieldfile/2017/03/06/1382996_1.pdf． 




7 回答企業 443 社に上位 5 つの選択肢を選んでもらい、点数による重み付け（1 位＝5 点、2 位＝4 点、3 位＝3 点、4 位





































れ、学習指導要領は 2015 年の『論点整理』、2016 年の『次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議































































（Project-Based Learning）」がある。以下に PBL 型授業の詳細について確認しておく。 
 
2.3.1 問題解決学習 



























                                                  
16 永田，林（2016）前掲書，pp.20-22． 








































































































（出所）文部科学省（2017）『平成 29 年度通級による指導実施状況調査結果について』より一部抜粋し作成 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/__icsFiles/afieldfile/2018/05/14/1402845_03.pdf 
 
                                                  






















































を 2 回実施した。 
 
4.1.1 授業の目的とプログラム実施にかかる準備 















































































図 5．第 1 回試行プロジェクトにおける話し合いの様子 
 

































図 6．第 2 回試行プロジェクトにおける話し合いの様子 
 
4.2 学生アンケートの結果と評価 
 第 1 回および第 2 回の試行プロジェクトにおいて、授業終了後に学生にアンケートを実施し、「自身
の取り組み状況」「話し合いテーマ」「授業スタイル」に関して評価をしてもらった。各項目は 1 から 7
の 7 段階で評価してもらい、最も当てはまる数字を回答してもらう形で行っている。このとき、「どち








全く当てはまらない   １  ２  ３  ４  ５  ６  ７   最も当てはまる 



























































































12. 日本学生支援機構（2018）『平成 29 年度（2017 年度）障害のある学生の修学支援に関する実態調査』， 
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【第 1 回プロジェクト】 
・授業参加学生数 52 名、アンケート回答数 51 名。 
・各グラフの横軸は 7 段階の評価、縦軸は人数を示す。 
 
〔Ⅰ．自身の取り組み状況に関する評価〕 
(1)自分なりの考えをまとめるなどし、             (2)グループの中で自分の考えを発言すること 







(3) グループ活動において自分なりには貢献できた    (4) 最初に決めた自分の役割はしっかり 







 (1) 今回のグループ学習のテーマは興味のある  (2) 今回のグループ学習を通じてテーマに 





(3) グループ学習を通じて、今回のテーマに関する  (4) 今回のグループ学習によって今後の自分自身 























【第 2 回プロジェクト：アンケート結果】 
・授業参加学生数 24 名、アンケート回答数 22 名 
・各グラフの横軸は 7 段階の評価、縦軸は人数を示す。 
 
〔Ⅰ．自身の取り組み状況に関する評価〕 
(1) グループ内で自分の考えや意見を発言すること   (2) 他のメンバーの意見を積極的に聞き、 
   ができた。                    グループのアイディア生かすことができた。 
 
 
(3) PC 作業について、完成をイメージして作業分担  (4) グループ活動全体に対し、自分としては 

















(1) 今回のグループ学習のテーマは興味のある    (2) 今回のグループ学習を通じて自分たちが住む 
    テーマ・内容であった。                         地域（岩手県）に関する興味が高まった。 
 
 
(3) 今回のグループ活動を通じて海外（海外の人） (4) PC を使った共同作業は難しかった。 









(1) 前回の話し合い学習と比べ今回のグループ学習    (2) 今回のような PC を使ったグループ学習 
    は楽しかった。                                   苦手である。 
 




                                                     新しい発見や考え方の違いに気がついた。 
 
(5) 他の人と一緒に情報検索することで、自分では気がつかない情報検索の方法に気がつくことができ
た。 
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